
┴❧ᗈᓥ学のᤵᴗᩱ・ዡ学㔠࡚࠸ࡘ

入学ᩱ・ᤵᴗᩱ

ͤ⏕≀資※⛉学㒊（ᗉཎࢫࣃࣥࣕ࢟）ࠊࡣ࡚࠸ࡘタ㈝（ᖺ㢠 ）ࡀ別㏵ᚲせ࡛ࠋࡍ

ͤ⏕≀資※⛉学㒊ᆅᇦ資※開Ⓨ学⛉࡛ࢪࠊࡣᆅᇦ࡛㸰㐌㛫⛬ᗘのᾏእ㎰ᴗ◊修ࢆணᐃࠊࡾ࠾࡚ࡋ

別㏵ཧຍ㈝ࡀᚲせࡍࡲࡾ࡞（ ⛬ᗘࠋᐇ㝿の㏻手ẁࡸ≧ἣᛂ࡚ࡌ㔠㢠ࡣኚືࡿࡍሙྜࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ）

ዡ学㔠・ᤵᴗᩱῶච

ᅜの㧗等ᩍ⫱の修学ᨭไᗘ

ᅜの㧗等ᩍ⫱の修学ᨭไᗘࠊࡾࡼ᪥ᮏ学⏕ᨭᶵᵓ（௨ୗࠕ ࢃྜの⤥ዡ学㔠（࠺࠸ࠖ

‽ୡᖏ୍࡛ᐃのᐙィᇶࡿࡎ‽ࢀࡑࠊఫẸ⛯㠀ㄢ⛯ୡᖏࠋࡍࡲࢀࡽࡅ受ࡀᤵᴗᩱ及び入学ᩱのῶචࠊ࡚ࡏ

ᖺ㛫㸰ᅇࠊ学入学ᚋࡣࡓࡲࠊ⏝㧗ᰯ࡛のண⣙᥇ࠋࡍ࡛㇟ᑐࡀ⏕᪥ᮏே学㒊ࡍࡓ‶ࢆ௳のせ࡞‽学ຊᇶ

（Ꮨ・⛅Ꮨ）の⏦ࡋ㎸ࡳᶵࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀಖㆤ者࡞の学㈝出資者の᪉相談の上ࠊ㧗ᰯࡣࡓࡲ学ࢆ

㏻ࡋ⏦࡚ࡌ㎸ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡳ審査の⤖ᯝࠊ᥇⏝ࡓࡗ࡞ሙྜࠊᨭࡀ受ࠋࡍࡲࢀࡽࡅ

᪥ᮏ学⏕ᨭᶵᵓ㈚ᆺዡ学㔠

の㈚ᆺዡ学㔠ࠊࡣ⤒῭ⓗ⌮⏤࡛修学ࡀᅔ㞴࡞ඃࡓࢀ学⏕学資ࢆ㈚ࡿࡍไᗘ࡛࡛ࡲࢀࡇࠊከࡃの

ඛ㍮ࡀࡕࡓ⏝ࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋዡ学㔠ࠊࡣ学⏕࡚ࡋ❧⮬ࡀ学ࢆࡇࡪᨭࡵࡓࡿࡍ学⏕ᮏே㈚ࡲࢀࡉ

の࡛ࡶࡃ࠸࡚ࢀࡉ࣮ࣞࣜᚋ㍮ࡽඛ㍮ࠊࢀࢃ࡚ࡋḟのୡ௦のዡ学㔠ࠊࡣ㔠࠾ࡿࡍ㏉㑏ࡀ⏕ዡ学ࠋࡍ

ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡋ⏝ィ⏬ⓗࡘ᭷ຠ࡚ࡗᣢࢆ௵㈐ࠊࡋゎ⌮ࢆࡇのࡇࠋࡍ

㈚ዡ学㔠の✀別及び㈚᭶㢠

༊ศ ㈚᭶㢠

➨୍✀ዡ学㔠（↓Ꮚ）
⮬Ꮿ㏻学者 ࠊ ࠊ ࡽ㑅ᢥ

⮬Ꮿእ㏻学者 ࠊ ࠊ ࠊ ࡽ㑅ᢥ

➨✀ዡ学㔠（᭷Ꮚ） 㹼 のࠊࡕ࠺ ༢࡛᭶㢠ࢆ㑅ᢥ

入学≉別ቑ㢠㈚ዡ学㔠（᭷Ꮚ）ͤ᮲௳・ᇶ‽ࡾ࠶ ࠊ ࠊ ࠊ ࠊ ࡽ㑅ᢥ

ᆅ᪉බඹᅋ体・බ┈㈈ᅋἲே࡞のዡ学㔠ไᗘ

ᆅ᪉බඹᅋ体ࠊබ┈㈈ᅋἲேࡀ࡞ዡ学㔠ࢆタࡽࢀࡇࠋࡍࡲ࠸࡚ࡅのᅋ体ࡽ᥎⸀౫㢗ࠊࡣࡁࡓࡗ࠶ࡀ

ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋࡏࡽ▱࠾࡚の学⏕ᥖ示ᯈࢫࣃࣥࣕ࢟ྛࠊの㒔ᗘࡑ

ᤵᴗᩱῶච

ᅜの㧗等ᩍ⫱の修学ᨭไᗘのᑐ㇟࠸࡞ࡽ࡞␃学⏕・学㝔⏕・ᑓᨷ⛉⏕ࡣࡓࡲࠊ の⅏害࡞の

ᤵᴗᩱのࠊࡣ᪉ࡍࡓ‶ࢆ௳のせ࡞‽学ຊᇶ‽ᐃのᐙィᇶ୍ࠊ࡛⏕学࡞ᅔ㞴ࡃࡋⴭࡀᤵᴗᩱの⣡ࡵࡓ

ῶචࢆㄆࡿࡵሙྜࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ᥇⏝ࡓࡗ࡞ሙྜࠊᤵᴗᩱの༙㢠ࡀῶචࠋࡍࡲࢀࡉ

ࠋࡍᮏ学⊂⮬のไᗘ࡛ࠊࡿ࡞␗ࡣᅜの㧗等ᩍ⫱の修学ᨭไᗘࠖࠕͤ

ͤ ┴❧ᗈᓥ学の᭱ࡶ࡛ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍᪂情報等ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋࡏࡽ▱࠾ࢆ

┴ෆ ┴እ

入学ᩱ  

ᤵᴗᩱ ㏻ᖺ （༙ᮇ ）

㸯 ┴❧ᗈᓥ学の入学者㑅ᢤの≉ᚩ

県立広島大学では、㏻ᖖの個別学ຊ᳨査等とあࡏࢃて、ࠕ学ຊの㸱要⣲ （ࠖ㸯㸬▱㆑・ᢏ⬟、㸰㸬ᛮ考ຊ・ุ᩿ຊ・⾲⌧ຊ、

㸱㸬体ᛶ・༠ാᛶ）なについてよりከ㠃ⓗ・⥲ྜⓗにホ౯するため、ᵝࠎな入学者選抜᪉法等をᑟ入しています。

。の୰でも≉ᚩⓗなものをㄝ᫂しますࡑ

ᆅᇦㄢ㢟ゎỴࡓࡅྥᚿྥᛶのホ౯

本学ではࠕ課㢟᥈✲ᆺᆅᇦ生ேᮦ のࠖ育成を┠ᶆとして࠾り、ࡑのために必要な志ྥᛶをホ౯する選抜᪉法としてḟの

ホ౯ไᗘをᑟ入しています。

課㢟᥈✲ᆺᆅᇦ生ேᮦとは・・・広島県に㝈らずᅜ、さらにはᾏእもྵめ、⮬らࡀᬽらし、άືしてきたᆅᇦに┠を

ྥけ、ࡑこに生ࡌているᵝࠎなศ㔝の課㢟に㛵ᚰをᣢࡕ、者とも༠ാしなࡀら体ⓗに課㢟᥈✲を行い、ࡑのゎỴにྥ

けて✚ᴟⓗに行ືしていこ࠺とする⇕ពࡸពḧをᣢࡕ、行ືできるே。

ձ 体ᛶ・༠ാᛶࠖのホ౯ࠕ

 ける学びのᒚṔについて、⥲ྜᆺ選抜、学校᥎⸀ᆺ選抜及び♫ே≉別࠾体ᛶ・༠ാᛶࠖは、㧗等学校等にࠕ

選抜で、ㄪ査書等を୰ᚰとしてホ౯し、ᚓⅬを行います。

イ ㄪ査書に࠾けるホ౯（記㍕）項┠については、各学部・学⛉等の各選抜༊ศに࠾いてタ定することとし、ල体ⓗ

な内容を、本学ホームページཪは学生募集要項等に࠾いて᫂示します。

࢘ ௧７ᖺᗘ入学者選抜に࠾いて、本学では を⏝しまࢇࡏ。

࢚ ௧７ᖺᗘ入学者選抜に࠾いては、᪂ᆺ࢘ࢼࣟࢥイࣝࢫឤᰁのᙳ㡪等を㋃ま࠼、⥲ྜᆺ選抜及び学校᥎⸀ᆺ

選抜では、㧗等学校等に࠾ける部άື等のㅖάືのᐇ績ࡸ資格・᳨定試験等の成績をホ౯する㝿には、ホ౯の᪉

法ࡸ㔜ࡳけ等に配慮し、ㅖάືࡸ資格・᳨定試験等ࡀ୰Ṇ・ᘏ期等となったሙྜでも、この間の個ࠎの志願者

の成ᯝ⋓ᚓにྥけたດຊのࡸࢫࢭࣟࣉ体ⓗなྲྀ⤌、本学で学࠺ࡰとするពḧをከ㠃ⓗ・⥲ྜⓗにホ౯します。

࢜ ௧７ᖺᗘ入学者選抜に࠾いて、ㄪ査書については、出ᖍ日ᩘࡸ≉別άືの記録ࡑ、ࡸの、ᣦᑟ上参考となる

ㅖ事項の記㍕ࡀᑡないこと等をもって、入学志願者ࡀ┈を⿕ることࡀないよ࠺配慮します。

ղ のᚿྥᛶࠖのホ౯ᗈᓥ学・ᆅᇦ❧┴ࠕ

本学ࡀᥖࡆるࠕ課㢟᥈✲ᆺᆅᇦ生ேᮦࠖの育成のほⅬから、すての学部及びすての選抜༊ศ（ただし、እᅜே

␃学生≉別選抜は㝖く）に࠾いてᐇ施します。௨下に示すよ࠺なྲྀ⤌の୰から、⮬身ࡀ課㢟だと考࠼たⅬ、ゎỴした

い・᥀り下ࡆてࡳたいと考࠼た内容について、後、⮬身の大学での学びにのよ࠺につなࡆていきたいかを受験者

ࠖホ౯⏦ㄳ書（提出は௵ព）ࠕ記㍕したࡀ にᇶ࡙き、᭱大㸳Ⅼまでの⠊ᅖでຍⅬ᪉ᘧにより、ホ౯します。

な࠾、ྲྀ⤌の時期はၥいまࢇࡏ。

 本学ࡀබ開するㅮᗙࡸ㧗大᥋続事ᴗ等への参ຍ（࢜ンࣛインによるど⫈等をྵࡴ）

࠙බ開ㅮᗙࡸ㧗大᥋続事ᴗ等のࠚ

 㧗大連ᦠබ開ㅮᗙ（教育ネット࣡ーࢡ୰ᅜദ）

 ഛᆅ༊୰㧗大連ᦠබ開ㅮᗙࠕ大学でఱを学ࡪか （ࠖ教育ネット࣡ーࢡ୰ᅜദ）

 ᆅᇦᇶ┙◊✲ᶵᵓᆅᇦ連ᦠࢭンターබ開ㅮᗙ

 㸫ᤵᴗබ開㸫࠺県大へ行こࠕ （ࠖ本学のබ開ᤵᴗ）

 ᶍᨃㅮ⩏（࢜ーࣉンࣕ࢟ンࡸࢫࣃ施タぢ学等の⏬として本学に࠾いてᐇ施㸭㧗等学校に࠾いてᐇ施）

イ 大学ࡀබ開するㅮᗙࡸ㧗大᥋続事ᴗ等（に‽ずるもの）への参ຍ（࢜ンࣛインによるど⫈等をྵࡴ）

࢘ ⤌けるྲྀ࠾ⓗな᥈✲の時間ࠖにྜ⥲ࠕ

࢚ ᆅᇦに࠾けるྲྀ⤌等（ࣛ࣎ンࢸάືへの参ຍࡸ、部άື等に࠾いてᆅᇦに㛵するάື等にྲྀ⤌ࢇだሙྜ）

࢜ ㄽᩥのㄞ了、本学ホームࡸるもの（本学教ဨのⴭ書ࢀ県立広島大学・ᆅᇦへの志ྥᛶࠖのྲྀ⤌と認めらࠕのࡑ

ページの㜀ぴ等）

個別学ຊ᳨査等ࠕࡿࡅ࠾⥲ྜၥ㢟ࠖの出㢟

教⛉・⛉┠に対するࠕ▱㆑・ᢏ⬟ࠖをၥ࠺ことにຍ࠼て、㧗等学校ẁ㝵までに⩦ᚓしたࠕ▱㆑・ᢏ⬟ࠖをά⏝（応⏝）
するຊをより㔜どする必要ࡀあるため、⌮ゎຊ・⾲⌧ຊ、ㄽ⌮ⓗᛮ考ຊ等を⥲ྜⓗにࡳるᙧᘧのၥ㢟を出㢟します。

※ ௧ ᖺᗘ入学者選抜では、୍⯡選抜（前期日⛬・後期日⛬）に࠾いて出㢟します。（詳細は ページを参照。）

㸺身体障害者等の受験上の配慮及び修学上の配慮相談㸼

本学では、身体等に障害のある入学志願者等の、受験上及び修学上の配慮について相談を受けけています。

詳細は、ページ及び各入学者選抜の学生募集要項ࡸ県立広島大学ホームページ（下記 ）を確認してください。
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㸰 ௧㸵ᖺᗘ入学者㑅ᢤࡿࡅ࠾࡞ኚ᭦Ⅼ等

令和７年度入学⪅選抜における、変更点は次のとおりです。

入学ᐃဨ及びເ㞟ேဨのኚ᭦等࡚࠸ࡘ

変更の࠶る区分、学部等については次のとおりです。

① ୍⯡選抜 （単位：人）

学部 学科 コース ᪥⛬ 令和６年度 令和７年度

地域創

生学部

地域創

生学科

地域文化コース

๓ᮇ

地域産業コース

経営志向枠

地域産業コース

応用情報志向枠

経過選択

地域文化コース

地域産業コース

経営志向枠

地域産業コース

応用情報志向枠

ᚋᮇ

保健福

祉学部

保健福

祉学科
人間福祉学コース

② 学ᰯ᥎⸀型選抜 （単位：人）

学部 学科 コース ເ㞟区分 令和６年度 令和７年度

地域創

生学部

地域創

生学科

地域文化コース

┴内

㧗等学ᰯ等

୍⯡枠

␗文化

య験枠

※ ୍ ⯡ 枠

及 び ␗ 文

化 య 験 枠

の廃止

国

㧗等学ᰯ等
※開始

┴外

㧗等学ᰯ等

୍⯡枠

␗文化

య験枠

※廃止

健康科学コース
国

㧗等学ᰯ等
※開始

生物資源

科学部

地域資

源開発

学 科

┴内

㧗等学ᰯ等

┴内ᑓ㛛

㧗等学ᰯ等

㎰業

ၟ業･

ᕤ業

※ ㎰ 業 枠

及びၟ業・

ᕤ 業 枠 の

廃止

国

㧗等学ᰯ等

生命環

境学科

生命科学コース

┴内

㧗等学ᰯ等

国

㧗等学ᰯ等

環境科学コース

┴内

㧗等学ᰯ等

国

㧗等学ᰯ等

保健福

祉学部

保健福

祉学科

看護学コース
┴内

㧗等学ᰯ等

理学療法学コース
┴内

㧗等学ᰯ等

作業療法学コース
国

㧗等学ᰯ等
※開始

コミュニケーション

障害学コース

国

㧗等学ᰯ等

人間福祉学コース
国

㧗等学ᰯ等

③ 総合型選抜 （単位：人）

学部 学科・コース 令和６年度 令和７年度

地域創生学部 地域創生学科・地域文化コース ※開始

生物資源科学部 地域資源開発学科

④ 社会人特別選抜 （単位：人）

学部 学科 コース 令和６年度 令和７年度

地域創生学部 地域創生学科

地域文化コース 若干名

地域産業コース

経営志向枠
若干名

地域産業コース

応用情報志向枠

健康科学コース 若干名

生物資源科学部

地域資源開発学科 若干名

生命環境学科
生命科学コース 若干名

環境科学コース 若干名

保健福祉学部 保健福祉学科

看護学コース 若干名

理学療法学コース 若干名

作業療法学コース 若干名

コミュニケーション

障害学コース
若干名

人間福祉学コース 若干名 ※開始

⑤ 帰国生徒特別選抜 （単位：人）

学部 学科・コース 令和６年度 令和７年度

生物資源科学部 地域資源開発学科 ※廃止

୍⯡㑅ᢤࡿࡅ࠾࡞ኚ᭦Ⅼ࡚࠸ࡘ
① 本学が利用する大学入学共通テストの利用教科において、「情報」を新たに追加します。科目配点等については、

各学部・学科・コースにおける試験区分及び試験教科・科目等（ ～ ）をご確認ください。
② 試験科目、配点等を次のとおり変更します。

学部 学科 コース 内容

地
域
創
生
学
部

地
域
創
生
学
科

地域産業コース
応用情報志向枠

○大学入学共通テストにおける「数学」の配点：各 点⇒各 点

○大学入学共通テストにおける「地理歴史公民」、「理科」の配点：各 点

⇒「地理歴史公民」及び「理科」から 科目 点

○個別学力検査等の配点： 点⇒ 点

健康科学コース

○大学入学共通テストにおける「数学」の配点： 点⇒ 点

○大学入学共通テストにおける「外国語」の配点： 点⇒ 点

○個別学力検査等の配点： 点⇒ 点

生
物
資
源
科
学
部

地
域
資
源
開
発
学
科

○大学入学共通テストにおける「理科」の科目及び配点：

「物理、化学、生物、地学」から 科目 点⇒

「①『化学』、『生物』 から１科目 点

②『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』、『物理』、『化学』、『生

物』、『地学』のうち ①で選択していない科目」から１科目 点

○個別学力検査等の配点： 点⇒ 点

生
命
環
境
学
科

生命科学コース
○大学入学共通テストにおける「国語」の配点： 点⇒ 点

○大学入学共通テストにおける「理科」の配点： 点⇒ 点

○個別学力検査等の配点： 点⇒ 点

環境科学コース
経過選択

生命科学コース
環境科学コース

保
健
福
祉
学
部

保
健
福
祉
学
科

看護学コース ○大学入学共通テストにおける「数学」の配点： 点⇒ 点

理学療法学コース

○大学入学共通テストにおける「国語」の配点： 点⇒ 点

○大学入学共通テストにおける「数学」の科目及び配点：

「数学Ⅰ・数学 」 点、「数学Ⅱ、数学Ⅱ･数学 から１科目」 点⇒「『数

学Ⅰ、数学 』、『数学Ⅱ、数学 、数学 』から１科目」 点

作業療法学コース

○大学入学共通テストにおける「数学」の科目及び配点：

「数学Ⅰ・数学 」 点、「数学Ⅱ、数学Ⅱ･数学 から１科目」 点⇒「『数

学Ⅰ、数学 』、『数学Ⅰ』『数学Ⅱ、数学 、数学 』から１科目」 点

○大学入学共通テストにおける「理科」の科目：

「『物理基礎 化学基礎 生物基礎 地学基礎』、『物理』、『化学』、『生物』、『地

学』から１科目」（網掛け部分を追加）

コース選択
○大学入学共通テストにおける「数学」の科目及び配点：

「数学Ⅰ・数学 」 点、「数学Ⅱ、数学Ⅱ･数学 から１科目」 点⇒「『数

学Ⅰ、数学 』、『数学Ⅰ』『数学Ⅱ、数学 、数学 』から１科目」 点
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㸰 ௧㸵ᖺᗘ入学者㑅ᢤࡿࡅ࠾࡞ኚ᭦Ⅼ等

令和７年度入学⪅選抜における、変更点は次のとおりです。

入学ᐃဨ及びເ㞟ேဨのኚ᭦等࡚࠸ࡘ

変更の࠶る区分、学部等については次のとおりです。

① ୍⯡選抜 （単位：人）

学部 学科 コース ᪥⛬ 令和６年度 令和７年度

地域創

生学部

地域創

生学科

地域文化コース

๓ᮇ

地域産業コース

経営志向枠

地域産業コース

応用情報志向枠

経過選択

地域文化コース

地域産業コース

経営志向枠

地域産業コース

応用情報志向枠

ᚋᮇ

保健福

祉学部

保健福

祉学科
人間福祉学コース

② 学ᰯ᥎⸀型選抜 （単位：人）

学部 学科 コース ເ㞟区分 令和６年度 令和７年度

地域創

生学部

地域創

生学科

地域文化コース

┴内

㧗等学ᰯ等

୍⯡枠

␗文化

య験枠

※ ୍ ⯡ 枠

及 び ␗ 文

化 య 験 枠

の廃止

国

㧗等学ᰯ等
※開始

┴外

㧗等学ᰯ等

୍⯡枠

␗文化

య験枠

※廃止

健康科学コース
国

㧗等学ᰯ等
※開始

生物資源

科学部

地域資

源開発

学 科

┴内

㧗等学ᰯ等

┴内ᑓ㛛

㧗等学ᰯ等

㎰業

ၟ業･

ᕤ業

※ ㎰ 業 枠

及びၟ業・

ᕤ 業 枠 の

廃止

国

㧗等学ᰯ等

生命環

境学科

生命科学コース

┴内

㧗等学ᰯ等

国

㧗等学ᰯ等

環境科学コース

┴内

㧗等学ᰯ等

国

㧗等学ᰯ等

保健福

祉学部

保健福

祉学科

看護学コース
┴内

㧗等学ᰯ等

理学療法学コース
┴内

㧗等学ᰯ等

作業療法学コース
国

㧗等学ᰯ等
※開始

コミュニケーション

障害学コース

国

㧗等学ᰯ等

人間福祉学コース
国

㧗等学ᰯ等

③ 総合型選抜 （単位：人）

学部 学科・コース 令和６年度 令和７年度

地域創生学部 地域創生学科・地域文化コース ※開始

生物資源科学部 地域資源開発学科

④ 社会人特別選抜 （単位：人）

学部 学科 コース 令和６年度 令和７年度

地域創生学部 地域創生学科

地域文化コース 若干名

地域産業コース

経営志向枠
若干名

地域産業コース

応用情報志向枠

健康科学コース 若干名

生物資源科学部

地域資源開発学科 若干名

生命環境学科
生命科学コース 若干名

環境科学コース 若干名

保健福祉学部 保健福祉学科

看護学コース 若干名

理学療法学コース 若干名

作業療法学コース 若干名

コミュニケーション

障害学コース
若干名

人間福祉学コース 若干名 ※開始

⑤ 帰国生徒特別選抜 （単位：人）

学部 学科・コース 令和６年度 令和７年度

生物資源科学部 地域資源開発学科 ※廃止

୍⯡㑅ᢤࡿࡅ࠾࡞ኚ᭦Ⅼ࡚࠸ࡘ
① 本学が利用する大学入学共通テストの利用教科において、「情報」を新たに追加します。科目配点等については、

各学部・学科・コースにおける試験区分及び試験教科・科目等（ ～ ）をご確認ください。
② 試験科目、配点等を次のとおり変更します。

学部 学科 コース 内容

地
域
創
生
学
部

地
域
創
生
学
科

地域産業コース
応用情報志向枠

○大学入学共通テストにおける「数学」の配点：各 点⇒各 点

○大学入学共通テストにおける「地理歴史公民」、「理科」の配点：各 点

⇒「地理歴史公民」及び「理科」から 科目 点

○個別学力検査等の配点： 点⇒ 点

健康科学コース

○大学入学共通テストにおける「数学」の配点： 点⇒ 点

○大学入学共通テストにおける「外国語」の配点： 点⇒ 点

○個別学力検査等の配点： 点⇒ 点

生
物
資
源
科
学
部

地
域
資
源
開
発
学
科

○大学入学共通テストにおける「理科」の科目及び配点：

「物理、化学、生物、地学」から 科目 点⇒

「①『化学』、『生物』 から１科目 点

②『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』、『物理』、『化学』、『生

物』、『地学』のうち ①で選択していない科目」から１科目 点

○個別学力検査等の配点： 点⇒ 点

生
命
環
境
学
科

生命科学コース
○大学入学共通テストにおける「国語」の配点： 点⇒ 点

○大学入学共通テストにおける「理科」の配点： 点⇒ 点

○個別学力検査等の配点： 点⇒ 点

環境科学コース
経過選択

生命科学コース
環境科学コース

保
健
福
祉
学
部

保
健
福
祉
学
科

看護学コース ○大学入学共通テストにおける「数学」の配点： 点⇒ 点

理学療法学コース

○大学入学共通テストにおける「国語」の配点： 点⇒ 点

○大学入学共通テストにおける「数学」の科目及び配点：

「数学Ⅰ・数学 」 点、「数学Ⅱ、数学Ⅱ･数学 から１科目」 点⇒「『数

学Ⅰ、数学 』、『数学Ⅱ、数学 、数学 』から１科目」 点

作業療法学コース

○大学入学共通テストにおける「数学」の科目及び配点：

「数学Ⅰ・数学 」 点、「数学Ⅱ、数学Ⅱ･数学 から１科目」 点⇒「『数

学Ⅰ、数学 』、『数学Ⅰ』『数学Ⅱ、数学 、数学 』から１科目」 点

○大学入学共通テストにおける「理科」の科目：

「『物理基礎 化学基礎 生物基礎 地学基礎』、『物理』、『化学』、『生物』、『地

学』から１科目」（網掛け部分を追加）

コース選択
○大学入学共通テストにおける「数学」の科目及び配点：

「数学Ⅰ・数学 」 点、「数学Ⅱ、数学Ⅱ･数学 から１科目」 点⇒「『数

学Ⅰ、数学 』、『数学Ⅰ』『数学Ⅱ、数学 、数学 』から１科目」 点
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③ 健康科学コースにおいて、大学入学共通テストにおける「外国語」の科目のうち「英語」については、リーディン
グ及びリスニングの配点の換算について次のとおり変更します。

募集区分
令和 年度 令和 年度

リーディング リスニング 合計 リーディング リスニング 合計

一般選抜
前 期 日 程

点満点 点満点 点満点 点満点 点満点 点満点

④ 個別学力検査等を次のとおり変更します。
学部 学科 コース 日程 令和６年度 令和７年度

地域創生学部 地域創生学科

地域文化コース

前期

総合問題
総合問題※

地域産業コース
経営志向枠

地域産業コース
応用情報志向枠

総合問題 ア

健康科学コース 総合問題 面接※
経過選択

地域文化コース
地域産業コース
経営志向枠
地域産業コース
応用情報志向枠

後期 総合問題

総合問題※

生物資源科学部

地域資源開発学科

前期

総合問題

生命環境学科

生命科学コース
総合問題 ア

総合問題 イ

環境科学コース
総合問題 ア

総合問題 イ
経過選択

生命科学コース
環境科学コース

後期
総合問題

総合問題 ア

総合問題 イ

保健福祉学部 保健福祉学科 人間福祉学コース
前期

総合問題
後期

※ 総合問題の内容等については、「 一般選抜（前期日程・後期日程） 個別学力検査等における「総合問題」」
（ ）をご確認ください。

※ 面接の内容等については、「各学部・学科・コースにおける試験区分及び試験教科・科目等 ■地域創生学部 地
域創生学科 健康科学コース 個別学力検査等の内容及び採点・評価の基準」（ ）をご確認ください。

学ᰯ᥎⸀ᆺ㑅ᢤࡿࡅ࠾࡞ኚ᭦Ⅼ࡚࠸ࡘ

① １学校当たりの推薦人員を変更します。

学部 学科 コース 募集区分 令和６年度 令和７年度

地域創
生学部

地域創
生学科

地域文化コース

県内
高等学校等

一般枠 人まで
異文化体験枠 人まで

人まで

全国
高等学校等

人まで

県外
高等学校等

一般枠 人まで
異文化体験枠 人まで

地域産業コース
応用情報志向枠

全区分 人まで
募集区分毎に 人
まで（ただし、
人を上限とする）

健康科学コース
全国

高等学校等
人まで

生物資源
科学部

地域資源
開発学科

全区分
募集区分毎に 人
まで（ただし、
人を上限とする）

募集区分毎に 人
まで（ただし、
人を上限とする）

生命環
境学科

生命科学コース

環境科学コース

保健福
祉学部

保健福
祉学科

看護学コース
県内

高等学校等
人まで 人まで

理学療法学コース
県内

高等学校等
人まで 人まで

② 地域創生学部地域創生学科健康科学コースの科目の内容を次のとおり変更します。

募集区分 科目 内容

全区分 面接

健康に関する課題及びその解決方策についてのプレゼンテーション（ 分以内）
を実施するとともに、地域課題に対する関心・探究意欲、健康科学に対する興
味・学修意欲、健康科学に関する知識について試問し、論理的思考力や理解力
を問い、その対応の仕方や内容などを総合的に判断し、点数化して評価します。
（網掛け部分を追加）

③ 出願要件を次のとおり変更します。

学部 学科 コース 要件 令和６年度 令和７年度

保健福
祉学部

保健福
祉学科

看護学コース 調査書の全体の
学習成績の状況

以上 以上

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ障害学コース 以上 以上

࡚࠸ࡘኚ᭦Ⅼ࡞ࡿࡅ࠾の㑅ᢤࡑ

◼ ♫ே≉別㑅ᢤ
①地域創生学部地域創生学科健康科学コースにおける出願要件及び配点を、次のとおり変更します。

（ ） 出願資格等に「TOEFL®又は TOEIC®（公開テスト）を令和５（ ）年４月１日以降に受験していること。」を追

加します。

（ ） 配点に TOEFL®又は TOEIC®の得点を追加します。内容及び採点・評価の基準等については、「 社会人特別選抜

（ ）試験科目・配点、内容及び採点・評価の基準」（ ）をご確認ください。

◼ እᅜே␃学⏕≉別㑅ᢤ
出願要件を次のとおり変更します。

全学部（地域創生学部及び生物資源科学部）の出願資格等に、「TOEFL®又は TOEIC®（公開テスト）を令和５（ ）

年４月１日以降に受験していること。」を追加します。

（ ）生物資源科学部における試験実施方法を次のとおり変更します。

学科 コース
令和６年度 令和７年度

実施方法 実施方法

地域資源開発学科

オンライン 対面
生命環境学科

生命科学コース

環境科学コース

（ ）試験科目・配点等について次のとおり変更します。

学 部 学 科 コース
令和６年度 令和７年度

科目等 配 点 科目等 配 点

地域創生

学部

地域創生

学科

地域文化コース

現代日本語

（読解･作文）
－ － ※廃止

－ －

TOEFL®

又は

TOEIC®

地域産業コース

経営志向枠

地域産業コース

応用情報志向枠

健康科学コース

生物資源

科学部

地域資源

開発学科

生命環境

学科

生命科学コース

環境科学コース

※各学科･コースの TOEFL®又は TOEIC®の内容及び採点・評価の基準については、「 外国人留学生特別選抜（ ）試験

科目・配点、内容及び採点・評価の基準」（ ～ ）をご確認ください。

㸱 入学者㑅ᢤ᪥⛬

※ 各選抜区分の詳細については、学生募集要項で公表します。必ず、確認の上、出願してください。
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③ 健康科学コースにおいて、大学入学共通テストにおける「外国語」の科目のうち「英語」については、リーディン
グ及びリスニングの配点の換算について次のとおり変更します。

募集区分
令和 年度 令和 年度

リーディング リスニング 合計 リーディング リスニング 合計

一般選抜
前 期 日 程

点満点 点満点 点満点 点満点 点満点 点満点

④ 個別学力検査等を次のとおり変更します。
学部 学科 コース 日程 令和６年度 令和７年度

地域創生学部 地域創生学科

地域文化コース

前期

総合問題
総合問題※

地域産業コース
経営志向枠

地域産業コース
応用情報志向枠

総合問題 ア

健康科学コース 総合問題 面接※
経過選択

地域文化コース
地域産業コース
経営志向枠
地域産業コース
応用情報志向枠

後期 総合問題

総合問題※

生物資源科学部

地域資源開発学科

前期

総合問題

生命環境学科

生命科学コース
総合問題 ア

総合問題 イ

環境科学コース
総合問題 ア

総合問題 イ
経過選択

生命科学コース
環境科学コース

後期
総合問題

総合問題 ア

総合問題 イ

保健福祉学部 保健福祉学科 人間福祉学コース
前期

総合問題
後期

※ 総合問題の内容等については、「 一般選抜（前期日程・後期日程） 個別学力検査等における「総合問題」」
（ ）をご確認ください。

※ 面接の内容等については、「各学部・学科・コースにおける試験区分及び試験教科・科目等 ■地域創生学部 地
域創生学科 健康科学コース 個別学力検査等の内容及び採点・評価の基準」（ ）をご確認ください。

学ᰯ᥎⸀ᆺ㑅ᢤࡿࡅ࠾࡞ኚ᭦Ⅼ࡚࠸ࡘ

① １学校当たりの推薦人員を変更します。

学部 学科 コース 募集区分 令和６年度 令和７年度

地域創
生学部

地域創
生学科

地域文化コース

県内
高等学校等

一般枠 人まで
異文化体験枠 人まで

人まで

全国
高等学校等

人まで

県外
高等学校等

一般枠 人まで
異文化体験枠 人まで

地域産業コース
応用情報志向枠

全区分 人まで
募集区分毎に 人
まで（ただし、
人を上限とする）

健康科学コース
全国

高等学校等
人まで

生物資源
科学部

地域資源
開発学科

全区分
募集区分毎に 人
まで（ただし、
人を上限とする）

募集区分毎に 人
まで（ただし、
人を上限とする）

生命環
境学科

生命科学コース

環境科学コース

保健福
祉学部

保健福
祉学科

看護学コース
県内

高等学校等
人まで 人まで

理学療法学コース
県内

高等学校等
人まで 人まで

② 地域創生学部地域創生学科健康科学コースの科目の内容を次のとおり変更します。

募集区分 科目 内容

全区分 面接

健康に関する課題及びその解決方策についてのプレゼンテーション（ 分以内）
を実施するとともに、地域課題に対する関心・探究意欲、健康科学に対する興
味・学修意欲、健康科学に関する知識について試問し、論理的思考力や理解力
を問い、その対応の仕方や内容などを総合的に判断し、点数化して評価します。
（網掛け部分を追加）

③ 出願要件を次のとおり変更します。

学部 学科 コース 要件 令和６年度 令和７年度

保健福
祉学部

保健福
祉学科

看護学コース 調査書の全体の
学習成績の状況

以上 以上

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ障害学コース 以上 以上

࡚࠸ࡘኚ᭦Ⅼ࡞ࡿࡅ࠾の㑅ᢤࡑ

◼ ♫ே≉別㑅ᢤ
①地域創生学部地域創生学科健康科学コースにおける出願要件及び配点を、次のとおり変更します。

（ ） 出願資格等に「TOEFL®又は TOEIC®（公開テスト）を令和５（ ）年４月１日以降に受験していること。」を追

加します。

（ ） 配点に TOEFL®又は TOEIC®の得点を追加します。内容及び採点・評価の基準等については、「 社会人特別選抜

（ ）試験科目・配点、内容及び採点・評価の基準」（ ）をご確認ください。

◼ እᅜே␃学⏕≉別㑅ᢤ
出願要件を次のとおり変更します。

全学部（地域創生学部及び生物資源科学部）の出願資格等に、「TOEFL®又は TOEIC®（公開テスト）を令和５（ ）

年４月１日以降に受験していること。」を追加します。

（ ）生物資源科学部における試験実施方法を次のとおり変更します。

学科 コース
令和６年度 令和７年度

実施方法 実施方法

地域資源開発学科

オンライン 対面
生命環境学科

生命科学コース

環境科学コース

（ ）試験科目・配点等について次のとおり変更します。

学 部 学 科 コース
令和６年度 令和７年度

科目等 配 点 科目等 配 点

地域創生

学部

地域創生

学科

地域文化コース

現代日本語

（読解･作文）
－ － ※廃止

－ －

TOEFL®

又は

TOEIC®

地域産業コース

経営志向枠

地域産業コース

応用情報志向枠

健康科学コース

生物資源

科学部

地域資源

開発学科

生命環境

学科

生命科学コース

環境科学コース

※各学科･コースの TOEFL®又は TOEIC®の内容及び採点・評価の基準については、「 外国人留学生特別選抜（ ）試験

科目・配点、内容及び採点・評価の基準」（ ～ ）をご確認ください。

㸱 入学者㑅ᢤ᪥⛬

※ 各選抜区分の詳細については、学生募集要項で公表します。必ず、確認の上、出願してください。
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㸲 入学ᐃဨ及びເ㞟ேဨ

（ὀ）

୍⯡選抜（前期日⛬）のಖ⚟♴学部ಖ⚟♴学⛉と、୍⯡選抜（後期日⛬）のᆅᇦ生学部ᆅᇦ生学⛉（ᆅᇦᩥࢥーࢫ、

ᆅᇦ⏘ᴗࢥーࢫ⤒Ⴀ志ྥᯟ及びᆅᇦ⏘ᴗࢥーࢫ応⏝情報志ྥᯟ）及び生≀資※⛉学部生⎔ቃ学⛉に࠾いては、ࢥࠕ、ࢀࡒࢀࡑ

ーࢫ選ᢥࠖとࠕ⤒㐣選ᢥࠖの募集を行います。

ࡏ資㉁もేࡸできるᖜ広い▱㆑ࡀら、ከᵝな体と༠ാしていくことࡀႠ志ྥᯟࠖ͐として⤒Ⴀのᑓ㛛ᛶを身につけな⤒ࠕ

。ᆅᇦ⏘ᴗの⥔ᣢ・Ⓨᒎ・㐀を志ྥすることを希望する学生のための募集ᯟです、ࡕ

資㉁ࡸできるᖜ広い▱㆑ࡀら、ከᵝな体と༠ാしていくことࡀ応⏝情報志ྥᯟࠖ͐として応⏝情報のᑓ㛛ᛶを身につけなࠕ

等もేࡏᣢࡕ、ᆅᇦ⏘ᴗの⥔ᣢ・Ⓨᒎ・㐀を志ྥすることを希望する学生のための募集ᯟです。

≉別選抜に࠾けるྜ格者ࡀ募集ேဨに‶たなかったሙྜは、学⛉・ࢥーࡈࢫとに୍⯡選抜（前期日⛬）のྜ格者で⿵します。

୍⯡選抜（前期日⛬・後期日⛬）の後、定ဨ㊊≧ἣ等により㏣ຍの選抜試験をᐇ施するሙྜࡀあります。

㸳 ࣮ࢩ࣏ࣜ・ࣥࣙࢩࢵ࣑ࢻ ồࡿࡵ学⏕ീ

本学は、基本理念や教育の特色を踏まえ、次のような学生を求めています。

学ኈㄢ⛬体の࣮ࢩ࣏ࣜ・ࣥࣙࢩࢵ࣑ࢻ
県立広島大学は、次に掲げる「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性・協働性」を持ち、地域社会の発展

に貢献したいと願う人を求めています。入学者選抜にあたっては、学力検査、小論文、面接等により、多面的に資質や意欲を
評価し、決定します。

知識・技能  高等学校等での学びを通じた基礎学力を身に付けている。

思考力・判断力・表現力
 物事を様々な視点から捉え、柔軟に思考できる。

 筋道立てて考え、その場にふさわしい表現を用いて伝えることができる。

主体性・協働性
 自らの能力の向上を目指し、主体的に学ぶことができる。

 多様な他者を理解しようと努め、協力して物事を前進させることができる。

ྛ学㒊・学⛉等の࣮ࢩ࣏ࣜ・ࣥࣙࢩࢵ࣑ࢻ

地域創生学部
地域創生学科

【知識・技能】
◆高等学校で学ぶ基礎的知識を身につけ、地域の文化、産業、健康について学ぶうえで必要な基礎学力・理解力を持つ人
【思考力・判断力・表現力】
◆様々な社会事象を複眼的に捉え、それに対する自らの意見や主張を論理的に、かつ熱意をもって説明できる人
【主体性・協働性】
◆自らが働き、暮らし、活動する身近な地域の問題、あるいは日本や世界の各地で起きている出来事に対する

関心を持ち、文化、産業、健康の分野から、地域社会の持続的な発展に貢献したいという意欲を持つ人
◆高い倫理観と豊かな人間性を持ち、他者の理解に努め、また他者と協働して活動を遂行することができるコ

ミュニケーション能力を持つ人

地域文化
コ ー ス

【知識・技能】
◆他国や日本の文化及びコミュニケーションに強い関心を持ち、それらについての基礎的な知識・技能を身に

つけている人
◆自らが働き、暮らし、活動する身近な地域の問題、あるいは日本や世界の各地で起きている出来事に対する

関心を持ち、それらについての基礎的な知識・技能を身につけている人
【思考力・判断力・表現力】
◆基礎的な学力を身につけた上で、自らが働き、暮らし、活動する身近な地域の問題、あるいは日本や世界の

各地の文化や社会・経済的事象を複数の視点から相対的に捉え、自身の考えを適切に表現できる能力を身に
つけている人

【主体性・協働性】
◆基礎的な学力を基盤として、主体的に探究と考察を深め、相互に協力して学修を進めていこうとする意欲を持って
いる人

地域産業
コ ー ス
経営志向枠

【知識・技能】
◆高等学校で英語、国語、地理歴史·公民、数学、理科、情報に関して十分な基礎学力を持つ人
【思考力・判断力・表現力】
◆経営・会計ファイナンスの専門知識を身につけて、それを活かした社会・地域への貢献や活動などに関心の

ある人
◆経営・会計ファイナンスの専門知識を身につけて、それを活かした職業に就きたいと思っている人
【主体性・協働性】
◆基礎的な学力を基盤として、主体的に考察を深め、相互に協力して学修を進めていこうとする意欲を持って

いる人
◆企業や組織のしくみや活動を理解することに意欲や関心を持つ人

地域産業
コ ー ス
応用情報
志 向 枠

【知識・技能】
◆高等学校で英語、国語、地理歴史·公民、数学、理科、情報に関して十分な基礎学力を持つ人
【思考力・判断力・表現力】
◆情報システム、情報ネットワーク、情報セキュリティなどの理解に意欲や関心を持っている人
◆応用情報学の専門知識とスキルを身につけ、それを活かして社会・地域へ貢献したい、または関連職業に就きたい人
◆基本情報技術者などの資格を取得し、企業や社会で活躍したいと考えている人
【主体性・協働性】
◆基礎的な学力を基盤として、主体的に考察を深め、相互に協力して学修を進めていこうとする意欲を持っている人
◆コンピュータの仕組み、情報ネットワーク、情報セキュリティなどの理解や、データの分析・処理などに

よる新たな価値の創出に意欲や関心を持つ人

健康科学
コ ー ス

【知識・技能】
◆高等学校で学ぶ国語、地理歴史・公民、数学、理科、外国語、情報の基礎学力を持つ人
【思考力・判断力・表現力】
◆論理的に思考し、様々な観点から多面的に考察し、自分の考えをまとめることができる人
◆健康科学に関する自分の考えを、日本語でわかりやすく表現することができる人
【主体性・協働性】
◆「生体（人体の仕組み）」「食品・栄養」及び「運動」と健康とのかかわりに興味を持ち、健康の維持・増

進について主体的に地域社会に貢献する意欲がある人
◆健康の維持・増進並びに疾病予防に関する課題に対して、他者と協働して解決する意欲がある人
【求める学生像】
◆理科学実験が好きで探究心旺盛な人
◆「生体（人体の仕組み）」と健康とのかかわりに興味を持っている人
◆「食品・栄養」と健康とのかかわりに興味を持っている人
◆「運動」と健康とのかかわりに興味を持っている人
◆「健康」に関する専門性を身につけ、地域社会や地域の人々と協働したいと考えている人
◆管理栄養士などの健康の維持・増進と疾病予防にかかわる仕事に強い熱意を持っている人
◆栄養教諭などの児童・生徒への食育にかかわる仕事に強い熱意を持っている人
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